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厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
に
対
処
す
る
た
め

に
は
、
議
会
の
権
限
と
役
割
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
す
。

　

留
萌
市
議
会
で
は
、「
開
か
れ
た
市
議
会
」
や
「
議
会
運
営
の
効
率
化
」

な
ど
を
目
指
す
と
と
も
に
、「
議
会
機
能
を
充
実
・
発
展
」
さ
せ
る
た
め
、

議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
議
会
改
革
を
具
現
化
す
る
た
め
に
「
行
動
す
る
議
会
」、

「
議
会
の
見
え
る
化
」
を
具
体
的
に
推
進
し
て
い
く
「
留
萌
市
議
会
基
本

条
例
」
を
制
定
し
ま
す
。　留萌市議会基本条例は、　「市民に対する議会の約束」とし

て、議会の役割と責務を明らかにした留萌市議会の憲法と
位置付けることができます。
　これまで、日ごろの議員活動を通じて「市民の声」を受け止めながら、議
会活性化推進特別委員会で検討を重ね、全議員の合意を得て素案をまとめた
ところです。
　ここで、市民の皆さんに、これから留萌市議会が作成しようとしている「留
萌市議会基本条例」の内容などについて、ご意見をいただきながら、最終的
な条例案を完成させたいと思っています。
　この条例を制定することによって、議会の責任をしっかり果たし、市民と
の協働のもと、市民の声を的確に市政に反映して、留萌の未来を創る議会を
実現していきます。

留萌市議会基本条例が
出来るとどんなことが
　　変わるの？

留萌市議会は「議会改革」を進めています

市　長議　会

★相互関係の強化へ
　第 ８ 条　市長等との関係
　第 ９ 条　市長による説明
　第１０条　確認の機会
　第１１条　議決事件の拡大
★審議を深めるために
　第１２条　委員会
　第１３条　議員間討議及び合意形成
　第１４条　政策の立案及び提言

★基本となる考え方について
　第１条　目　的　
　第２条　この条例の位置づけ　
　第３条　議会の活動原則
　第４条　議員の活動原則
　第５条　会　派
★開かれた議会へ
　第６条　市民参加
　第７条　広報・広聴活動

★議会の機能を高めるために
　第１５条　議会改革の推進
　第１６条　議員研修
　第１７条　議会図書室
　第１８条　議会事務局　
　第１９条　予算の確保

★議会で取り組む危機管理について
　第２４条　危機管理　
★検証及び見直しについて
　第２５条　検証及び見直し

★議員の身分等について
　第２０条　政治倫理　
　第２１条　議員定数　
　第２２条　議員報酬　
　第２３条　政務活動費

市　民

地方自治体は、市長も議員
も市民から直接選挙で選ば
れる二元代表制により政策
が決定されています。

二元代表制

●「留萌市議会基本条例（素案）」に関する市民意見（パ
ブリックコメント）を募集しています。
【募集期間】11月15日㈮まで
【応募方法】意見の提出は市役所３階留萌市議会事務
　　　　　　局、市役所１階市民ロビー、保健福祉セ
　　　　　　ンターはーとふる、市立病院、市立留萌
　　　　　　図書館、るもい健康の駅に備えてある用
　　　　　　紙を使用し下記の方法で応募願います。
　①郵送　〒 077-8601　
　　　　　留萌市幸町１丁目 11番地留萌市役所内
　　　　　　　　　　　　留萌市議会事務局あて
　② FAX　0164-43-6700
　③電子メール　rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp
　④持参　市役所３階留萌市議会事務局
　⑤意見書提出箱へ投函
　　市役所１階市民ロビー、保健福祉センターはーと
　　ふる、中央公民館、市立留萌図書館

●市民説明会のご案内
　「留萌市議会基本条例（素案）」の内容などについて、
10月下旬より市民説明会を開催しています。（すでに
終了している会場もございます。）ぜひ会場に足をお
運びください。

日　　時 会　　場

１０月２９日㈫
１８：３０～

港南コミュニティセンター
港西コミュニティセンター
幌糠コミュニティセンター

１０月３０日㈬
１８：３０～

港東コミュニティセンター
東部コミュニティセンター

１０月３１日㈭
１８：３０～ 港北コミュニティセンター

１１月　２日㈯
１４：００～
１８：３０～

中央公民館２階１号研修室
働く婦人の家２階講習室
※両会場で２回開催します

「留萌市議会基本条例（素案）」

留萌市議会は市民に対する議会の約束として

留萌市議会基本条例を制定します
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一
、
子
ど
も
の
安
全
を
考
え
て

二
、
冬
の
暮
ら
し
の
向
上
の
た
め

に問
一 

留
萌
市
で
は
人
口
減
少
の

現
状
に
お
い
て
も
、
留
守
家
庭
児

童
会
の
利
用
者
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。

　

現
在
、
留
萌
市
の
留
守
家
庭
児

童
会
の
保
育
時
間
は
、
朝
九
時
か

ら
午
後
五
時
半
ま
で
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
保
護
者
は
仕
事
で
迎
え

が
間
に
合
わ
な
い
な
ど
の
負
担
が

大
き
い
。

　

全
国
的
に
は
保
育
終
了
時
間

が
午
後
六
時
以
降
の
施
設
が
、

八
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

保
育
終
了
時
間
が
午
後
六
時
半

以
降
の
施
設
も
、
こ
の
九
年
間
で

四
四
％
に
ま
で
増
え
て
い
る
。

　

留
萌
市
と
し
て
も
実
態
に
沿
っ

た
な
か
で
、
保
育
の
時
間
延
長
を

考
え
、
学
童
保
育
の
充
実
を
図
る

鵜
城
　
雪
子
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
一 

平
成
二
十
七
年
度
に
施
行

予
定
の
新
制
度
で
は
、
留
守
家
庭

児
童
は
、
地
域
の
多
様
な
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
仕
組
み
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
留
守
家

庭
児
童
会
の
開
館
時
間
の
延
長
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
設
置
後
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
し
た

上
で
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で

の
議
論
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

問
二 

今
年
の
大
雪
で
交
通
網
や

都
市
機
能
が
マ
ヒ
し
、
多
く
の
市

平
成
25
年  

第
３
回
定
例
会

民
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
と
い
う

事
実
が
あ
り
な
が
ら
も
、
留
萌
市

は
具
体
性
の
あ
る
雪
害
対
策
を
講

じ
て
い
な
い
。

　

道
東
や
道
南
の
雪
の
少
な
い
ほ

か
の
自
治
体
で
も
、
明
確
な
雪
対

策
計
画
を
立
て
て
い
る
市
が
あ

る
。

　

今
年
の
大
雪
を
教
訓
と
し
た
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
や
雪
対

策
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
お
聞
き
し
た
い
。

答
二 

除
排
雪
に
関
し
て
は
、
留

萌
市
除
雪
計
画
の
な
か
で
見
直
し

を
行
い
な
が
ら
策
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
理
解
と
協

力
を
得
る
た
め
、
広
報
や
啓
発
活

動
を
実
施
し
、
地
域
と
の
連
携
・

協
働
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

一
、
財
政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て

二
、
地
域
の
産
業
・
経
済
に
つ
い

て問
一 

新
・
財
政
健
全
化
計
画
は

順
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、
今
後

三
年
間
の
財
政
状
況
の
見
通
し

と
、職
員
給
与
の
削
減
、温
水
プ
ー

ル
「
ぷ
る
も
」
休
止
の
見
直
し
に

つ
い
て
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
一 

財
政
の
危
機
的
状
況
は
脱

野
呂
　
照
幸
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

し
た
と
考
え
て
い
る
。

　

職
員
給
与
に
つ
い
て
は
、
市
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
や

地
方
交
付
税
の
動
向
な
ど
を
し
っ

か
り
と
見
極
め
、
総
合
的
に
判
断

し
た
い
。

　

ま
た
、温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る
も
」

の
再
開
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
の

検
討
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

来
年
度
の
収
支
見
込
み
や
国
の

動
向
を
注
視
し
、
行
財
政
改
革
推

進
本
部
会
議
で
総
合
的
に
判
断
し

て
い
き
た
い
。

問
二 

三
月
議
会
で
議
論
さ
れ
た

留
萌
体
験
・
体
感
宿
泊
施
設
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後

の
考
え
方
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
二 

観
光
産
業
の
取
り
組
み
の

中
で
、
議
会
を
は
じ
め
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
Ｃ
Ｃ
Ｚ
計
画
の
説

明
責
任
を
果
た
せ
ず
、
方
向
性
を

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。

　

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

理
解
を
得
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
、
今
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

は
取
り
下
げ
た
。

　

施
設
の
運
用
に
お
け
る
問
題
も

あ
り
、
任
期
中
に
進
め
る
こ
と
に

つ
い
て
は
現
時
点
で
は
な
い
。

一
、
高
橋
市
政
二
期
目
の
検
証
と

展
望

二
、
湊
神
社
の
歴
史
的
・
文
化
的

価
値
に
つ
い
て

問
一 

平
成
二
十
五
年
度
市
政
執

行
方
針
に
盛
り
込
ん
で
い
る
「
留

萌
体
験
・
体
感
宿
泊
施
設
整
備
事

業
」
は
、一
部
反
対
の
声
を
受
け
、

三
月
定
例
会
で
予
算
計
上
を
削
除

し
た
が
、
市
長
の
任
期
内
に
建
設

す
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

「
老
後
の
暮
ら
し
へ
の
不
安
や
心

配
」
に
対
す
る
回
答
が
多
い
。

　

具
体
的
な
不
安
内
容
の
把
握
と

対
応
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
一 

Ｃ
Ｃ
Ｚ
計
画
に
お
け
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ビ
ー
チ
と
宿
泊
施
設

の
位
置
付
け
を
再
確
認
し
、
市
民

村
山
ゆ
か
り
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
今
後
の

方
向
性
を
見
極
め
た
い
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
寄

せ
ら
れ
た
主
な
質
問
内
容
は
、
高

齢
化
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
や

痛
み
に
よ
る
生
活
不
安
。
自
身
の

入
院
な
ど
に
よ
り
、
家
事
が
で
き

な
い
夫
な
ど
を
残
し
た
場
合
の
家

庭
に
対
す
る
不
安
、
独
居
お
よ
び

高
齢
者
世
帯
と
し
て
在
宅
生
活
に

対
す
る
心
配
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

高
齢
者
や
家
族
が
不
安
を
抱
え

た
ま
ま
生
活
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
二 

今
冬
の
雪
害
に
よ
る
建
物

の
損
傷
や
腐
食
が
あ
り
、
湊
神
社

の
姿
は
見
る
に
堪
え
な
い
状
況
と

聞
い
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
か
。

　

氏
子
の
会
か
ら
は
、
現
状
保
存

が
難
し
く
取
り
壊
し
の
話
を
伺
っ

て
い
る
。

　

湊
神
社
の
歴
史
的
・
文
化
的
価

値
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
の

資
料
を
ま
と
め
て
は
ど
う
か
。

答
二 

経
年
劣
化
と
今
冬
の
大
雪

の
影
響
か
ら
建
物
の
損
傷
や
腐
食

が
目
立
ち
、基
礎
部
分
へ
の
影
響
、

内
部
の
床
が
め
く
れ
上
が
っ
て
い

る
状
況
か
ら
、
大
変
危
険
な
状
態

で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

市
と
し
て
直
接
的
な
関
わ
り
は

な
い
が
、
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局
と
し
て
、
湊
神

社
境
内
で
記
念
式
典
を
行
う
な

ど
、
ま
つ
り
の
拠
点
と
し
て
活
用

し
て
き
た
。

　

郷
土
の
歴
史
を
研
究
し
、
後
世

へ
伝
え
て
い
く
こ
と
は
必
要
と
考

え
て
い
る
。

一
、
災
害
対
策
に
つ
い
て

二
、
介
護
保
険
に
つ
い
て

問
一 

研
究
者
に
よ
る
と
、
日
本

列
島
か
ら
樺
太
に
か
け
て
日
本
海

を
縦
に
連
な
る
地
震
帯
が
あ
り
、

そ
の
中
で
唯
一
利
尻
島
沖
に
、
少

な
く
と
も
二
百
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
め

続
け
て
い
る
地
域
が
あ
り
、
大
地

震
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
、
と

指
摘
し
て
い
る
。

　

特
に
海
抜
の
低
い
地
域
や
沿
岸

部
の
市
民
に
は
こ
う
し
た
情
報
も

伝
え
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
一 

低
海
抜
地
域
と
沿
岸
部

四
十
四
町
内
会
の
う
ち
、
十
七
町

内
会
で
自
主
防
災
組
織
を
設
置
し

て
い
る
。

　
「
沿
岸
部
避
難
路
自
主
管
理
」

の
支
援
継
続
と
と
も
に
自
主
防
災

組
織
の
設
置
を
促
進
し
て
い
く
。

問
二 「
要
支
援
一
」
と
「
要
支

援
二
」
認
定
者
の
現
状
と
、
国
が

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
要
支
援

一
、二
の
認
定
者
を
介
護
保
険
制

度
か
ら
外
し
、
市
町
村
に
委
ね
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
に
反
対
の
声

を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

考
え
を
聞
き
た
い
。

答
二 

要
支
援
一
と
要
支
援
二
の

認
定
者
は
平
成
二
十
四
年
度
末
で

三
百
人
お
り
、年
々
増
え
て
い
る
。

要
支
援
認
定
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
は
、
介
護
度
が
進
ま
な

い
た
め
の
予
防
策
と
し
て
も
重
要

と
考
え
て
い
る
。
国
の
最
終
判
断

が
出
て
い
な
い
が
、
市
町
村
の
財

政
力
で
サ
ー
ビ
ス
に
違
い
が
出
る

の
で
は
公
平
を
欠
く
。

　

持
続
的
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な

る
よ
う
基
本
に
返
っ
て
議
論
す
る

必
要
が
あ
る
。

一
、
イ
ン
フ
ラ
総
点
検
・
長
寿
命

化
計
画
策
定
に
つ
い
て

二
、
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
経
過
と

「
理
念
と
権
利
」
に
つ
い
て

問
一 

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
強

化
は
命
を
守
る
防
災
・
減
災
に
直

結
す
る
。

　

橋
な
ど
の
構
造
物
は
、
経
過

五
十
年
前
後
か
ら
、
点
検
・
診
断
・

修
繕
の
計
画
的
か
つ
効
果
的
な
整

備
保
全
が
必
要
だ
。

　

留
萌
市
が
管
理
す
る
橋
り
ょ
う

数
と
長
寿
命
化
計
画
の
実
施
推
進

の
状
況
を
知
り
た
い
。

答
一 

留
萌
市
の
管
理
す
る
橋

り
ょ
う
は
六
十
二
橋
あ
り
、
架

設
後
三
十
年
以
上
経
過
し
た
橋

は
、
三
十
橋
、
四
十
年
以
上
経
過

の
橋
は
十
六
橋
に
お
よ
ぶ
。
平
成

二
十
三
年
と
二
十
四
年
の
二
カ
年

で
、三
十
一
橋
の
点
検
を
終
了
し
、

二
十
五
年
度
で
長
寿
命
化
計
画
を

策
定
し
、
点
検
結
果
と
重
要
度
や

緊
急
度
を
基
に
「
予
防
保
全
」
を

考
慮
し
戦
略
的
な
維
持
管
理
・
更

新
を
実
施
す
る
。

問
二 

市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

は
、
政
府
の
方
針
を
基
に
平
成

二
十
一
年
策
定
、
そ
の
後
リ
ハ
ビ

リ
病
棟
開
設
と
総
合
内
科
医
養
成

セ
ン
タ
ー
運
営
を
加
え
改
訂
し

た
。
さ
ら
に
、
二
十
五
年
七
月
に

医
師
確
保
を
目
指
し
て
「
新
施
設

坂
本
　
　
茂
　
議
員

（
無
会
派
）

天
谷
　
孝
行
　
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

▲医師確保を目指し建設する新施設整備完成図

▲損傷と腐食が進む湊神社

▲電柱に設置している海抜表示版

▲子どもたちが放課後を過ごす児童センター

▲休止中の温水プール「ぷるも」



ĲĴ Ĳĳ

留 萌 市 議 会 だ よ り

整
備
」
追
加
の
再
改
定
を
実
施
し

た
。改
革
プ
ラ
ン
改
定
経
過
の「
理

由
と
効
果
」
を
伺
い
た
い
。

　

併
せ
て
、
市
立
病
院
の
基
本
理

念
と
患
者
に
対
す
る
接
遇
を
聞
き

た
い
。

答
二 

「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
床
」

は
地
域
の
高
齢
化
に
伴
う
脳
梗

塞
・
肺
炎
・
心
筋
梗
塞
な
ど
回
復

を
地
域
に
お
い
て
完
結
す
る
目
的

で
病
床
数
三
十
五
床
で
開
設
し
、

入
院
患
者
数
は
七
千
七
百
八
十
九

人
、
病
床
稼
働
率
は
六
一
・
一
％

で
あ
る
。

　

宿
泊
施
設
、
医
師
住
宅
、
研
修

室
な
ど
新
施
設
の
必
要
性
と
効
果

は
研
修
医
や
臨
床
実
習
生
の
受
け

入
れ
が
北
大
・
札
医
大
・
旭
川
医

大
か
ら
地
域
医
療
研
修
病
院
に
指

定
さ
れ
、
将
来
的
に
研
修
継
続
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
総
合
診
療
医

養
成
研
修
実
施
な
ど
医
師
確
保
に

つ
な
が
る
環
境
整
備
と
し
て
実
施

す
る
。

　

さ
ら
に
、
医
師
を
含
む
全
職
員

の
接
遇
研
修
に
重
点
を
お
き
「
患

者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
」
を
目

指
し
て
良
質
な
医
療
提
供
と
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
た
い
。

一
、
市
立
病
院
改
革
の
今
後
の
展

望
に
つ
い
て　

二
、
学
校
教
育
と
家
庭
教
育
に
つ

い
て問

一 

医
学
生
の
宿
泊
施
設
を
市

立
病
院
に
隣
接
し
て
建
設
す
る

が
、
改
革
プ
ラ
ン
の
中
に
は
な

か
っ
た
計
画
で
あ
り
、
急
き
ょ
発

表
さ
れ
た
。
今
年
度
中
の
建
設
と

い
う
非
常
に
性
急
に
見
え
る
計
画

で
あ
る
。
こ
の
施
設
の
も
た
ら
す

効
果
と
展
望
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

　

ま
た
、
脳
外
科
の
診
療
は
一
人

体
制
が
続
き
、
苦
労
さ
れ
て
い
る

と
承
知
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
外
来
患
者
・
入
院
患
者
が
減
少

す
る
こ
と
も
仕
方
が
な
い
と
思
っ

て
い
た
。

　

し
か
し
、
現
在
、
昨
年
実
績
よ

り
増
加
傾
向
で
あ
る
。
多
田
先
生

の
人
並
み
外
れ
た
頑
張
り
の
た
ま

も
の
と
思
っ
て
い
る
が
、
い
つ
も

混
雑
し
て
い
る
の
を
見
る
と
診
療

体
制
の
見
直
し
や
医
師
確
保
の
必

要
性
は
高
い
と
思
う
。

　

院
長
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。
医
師
確
保
の
可
能
性

を
聞
き
た
い
。

答
一 

医
育
大
学
か
ら
研
修
医
が

来
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
宿
泊
施

設
は
有
効
だ
と
思
う
。
研
修
先
に

赴
任
希
望
す
る
医
師
が
い
る
こ
と

も
事
例
と
し
て
あ
る
。

　

脳
外
科
医
に
つ
い
て
は
多
田
先

生
に
は
大
変
ご
苦
労
を
お
か
け
し

て
い
る
。
私
も
多
田
先
生
の
健
康

に
つ
い
て
心
配
し
て
い
る
。

　

出
張
医
の
派
遣
を
辞
退
し
て
い

る
状
況
な
の
で
、
実
際
の
問
題
と

し
て
何
と
し
て
も
固
定
医
の
確
保

に
努
め
た
い
。

問
二 
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
運

動
を
は
じ
め
と
し
、
子
ど
も
の
生

き
る
力
を
育
む
上
で
、
学
級
だ
よ

り
な
ど
を
通
し
て
保
護
者
の
方
に

い
ろ
い
ろ
な
働
き
か
け
を
し
て
い

る
と
思
う
が
、
ゲ
ー
ム
や
メ
ー
ル

な
ど
を
長
時
間
行
い
「
ネ
ッ
ト
ト

ラ
ブ
ル
」
や
「
ネ
ッ
ト
依
存
」
を

防
止
す
る
た
め
に
も
生
活
習
慣
の

改
善
な
ど
の
働
き
か
け
や
取
り
組

み
を
継
続
的
に
行
う
必
要
が
あ

る
。

　

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
聞

き
た
い
。

答
二 

生
活
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
夏
休
み
に
行
っ
た
。

　

校
内
で
は
携
帯
電
話
の
持
ち

込
み
は
禁
止
と
な
っ
て
い
る
が
、

「
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
」
に
つ
い
て

研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

し
て
、
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

一
、
留
萌
市
の
道
路
整
備　
　

二
、
留
萌
市
の
環
境
行
政

問
一 

仮
称
「
見
晴
通
」
が
整
備

さ
れ
れ
ば
、
緊
急
時
の
車
両
通
行

や
避
難
路
と
し
て
重
要
な
役
割
が

果
た
せ
る
。

　

予
定
で
は
、
昨
年
十
二
月
中
に

都
市
計
画
変
更
の
完
了
を
し
、
未

処
理
用
地
の
買
収
や
所
有
権
移
転

の
登
記
完
了
、
素
案
の
作
成
後
、

都
市
計
画
審
議
会
へ
の
報
告
と
聞

い
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

と
今
後
の
説
明
や
取
り
組
み
予
定

な
ど
を
聞
き
た
い
。

　

沿
線
住
民
や
町
内
会
へ
の
情
報

提
供
を
ど
う
す
る
の
か
聞
き
た

い
。

答
一 
見
晴
通
の
都
市
計
画
決
定

の
手
続
き
は
二
十
四
年
度
中
の
完

了
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
道
と
の

下
協
議
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

　

見
晴
通
の
終
点
と
な
る
国
道

二
三
一
号
と
の
交
差
点
計
画
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
合
意
形
成

に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

　

道
と
の
協
議
が
進
ん
だ
段
階
で

計
画
変
更
が
定
ま
り
次
第
、
住
民

説
明
会
を
開
催
す
る
。

問
二 

福
島
第
一
原
発
の
事
故
か

ら
二
年
半
が
経
過
し
た
が
、
未
だ

に
収
束
の
め
ど
が
立
た
な
い
ば
か

り
で
な
く
、
新
た
な
問
題
と
し
て

高
濃
度
の
放
射
能
汚
染
水
が
地
上

か
ら
も
地
下
か
ら
も
漏
れ
出
し
、

打
つ
手
が
無
い
と
い
っ
た
状
況
で

あ
る
。

　

経
済
産
業
省
は
今
年
度
末
に
ま

と
め
る
と
し
て
、
新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
に
原
発
の
活
用
を

明
記
す
る
方
向
で
検
討
に
入
っ

た
。

　

私
は
「
核
と
人
類
の
共
存
は
有

り
得
な
い
」
と
考
え
て
い
る
が
、

高
橋
市
長
は
国
が
推
進
し
て
い
る

原
子
力
依
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
の

か
聞
き
た
い
。

答
二 

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
負

の
遺
産
で
あ
る
核
の
ご
み
を
残
し

て
は
い
け
な
い
と
強
く
感
じ
て
い

る
。
政
府
に
お
い
て
、
原
発
の
さ

ら
な
る
安
全
性
の
向
上
と
国
民
の

安
心
、
信
頼
の
確
保
に
向
け
た
対

応
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

原
発
は
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
関
わ
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
国
の
動
き
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

一
、
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

二
、
今
後
の
観
光
計
画
に
つ
い
て

問
一 

超
高
齢
化
社
会
・
人
口
減

少
・
右
肩
下
が
り
の
経
済
と
い
う

こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
新
た
な

時
代
を
迎
え
、
地
域
を
取
り
巻
く

課
題
も
多
様
化
す
る
な
ど
、
環
境

も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

　

今
の
状
況
を
時
代
の
転
機
と
捉

え
、
新
た
な
時
代
に
即
し
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
の
あ
り
方
、

そ
し
て
活
性
化
策
な
ど
に
つ
い
て

改
め
て
検
討
し
て
い
く
時
期
に
き

て
い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
衰

退
の
要
因
と
再
生
に
向
け
て
の
方

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

聞
き
た
い
。

答
一 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰

退
は
地
域
の
活
力
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
安
心
・
安
全
を
脅
か
す
原

因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
町
内
会

の
自
主
活
動
の
促
進
と
地
域
と
の

連
携
強
化
が
不
可
欠
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

　

単
一
町
内
会
で
町
内
会
活
動
を

維
持
で
き
な
い
場
合
は
複
数
の
町

内
会
が
協
力
、
連
携
す
る
こ
と
や

組
織
化
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

今
後
も
町
内
会
長
会
議
な
ど
の

機
会
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
対
話
を
進
め
る
中
で
先
進
地
事

例
な
ど
の
情
報
提
供
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
。

問
二 

今
後
、
留
萌
を
よ
り
住
み

や
す
い
マ
チ
に
す
る
た
め
に
は
、

「
観
光
」
が
、
基
幹
産
業
と
し
て

最
大
限
に
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
通
過
型
観
光
か
ら
の
脱
却

を
図
る
た
め
の
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

答
二 

今
春
に
高
規
格
幹
線
道
路

の
留
萌
大
和
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
開
通
し
、
都
市
部
か
ら
の
交

通
の
便
が
良
く
な
っ
た
こ
と
で
、

車
で
留
萌
を
訪
れ
る
人
が
増
え
て

き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
は
留
萌
に
あ
る
自
然
や

食
、
体
験
な
ど
の
資
源
を
磨
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
資
源
の

開
拓
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
留
萌
ら
し
い
、
留
萌
な
ら
で

は
の
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
が
、
新
た
な
観
光
客
の

誘
致
や
滞
在
時
間
の
延
長
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

一
、
来
春
の
市
長
選
挙
に
つ
い
て

二
、
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

問
一 

こ
の
四
年
間
「
財
政
健
全

化
、
市
立
病
院
の
経
営
、
環
境
衛

生
、
景
気
浮
揚
」
な
ど
数
多
く
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た

が
、
来
春
の
二
月
に
は
、
市
長
選

挙
が
執
行
さ
れ
る
。

　

特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
は
、

政
策
的
に
未
執
行
の
課
題
、ま
た
、

完
結
し
て
い
な
い
施
策
も
あ
る
の

で
、
三
期
目
に
向
か
っ
て
当
然
、

出
馬
す
る
意
気
込
み
が
あ
る
も
の

と
判
断
さ
れ
る
が
、
い
つ
の
時
点

で
進
退
を
明
ら
か
に
す
る
の
か
、

お
伺
い
す
る
。

答
一 

私
が
市
長
に
就
任
し
て
、

七
年
七
カ
月
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
が
、「
財
政
再
生
団
体
」
へ

の
転
落
と
い
う
大
き
な
峠
を
、
市

民
の
協
力
、
市
職
員
の
苦
渋
の
選

択
に
よ
っ
て
越
え
る
こ
と
が
出
来

た
。

　

市
長
選
へ
の
出
馬
に
つ
い
て

は
、
再
度
、
市
民
の
声
を
聞
き
な

が
ら
十
二
月
中
に
判
断
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

問
二 

平
成
十
五
年
に
、
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
公
の

管
理
制
度
と
し
て
「
指
定
管
理
者

制
度
」
が
導
入
さ
れ
、
留
萌
市
に

お
い
て
も
、
現
在
十
七
の
施
設
が

指
定
管
理
者
制
度
で
運
営
さ
れ
、

八
年
を
経
過
し
よ
う
と
す
る
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
明
ら
か

に
な
っ
て
来
た
。

　

今
一
度
、
各
施
設
運
営
の
詳
細

な
検
証
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

今
後
、
指
定
管
理
者
制
度
に
、

ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
取
り
組

ん
で
行
く
の
か
、
展
望
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
個
別
の
施
設

運
営
を
し
て
い
く
た
め
の
使
命
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
べ
き
な
の
で
、

お
伺
い
す
る
。

答
二 

市
と
し
て
は
、
統
一
し
た

基
準
に
基
づ
い
て
、
指
定
管
理
者

選
定
委
員
会
が
総
合
的
に
判
断
、

評
価
し
公
表
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
て
、
指
定
管

理
者
と
連
携
を
密
に
し
、
施
設
の

更
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
適
正

な
管
理
に
向
け
て
、
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
に
こ
だ
わ
ら
ず
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

菅
原
千
鶴
子
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

珍
田
　
亮
子
　
議
員

（
萌
政
会
）

野
崎
　
良
夫
　
議
員

（
無
会
派
）

川
口
　
宏
和
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

▲町内会の皆さんが整備した花壇（花園東公園）

▲指定管理者制度で運営している施設 ▲仮称「見晴通」の計画図

▲生活習慣定着のための「生活リズムチェックシート」
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留 萌 市 議 会 だ よ り

０１６４・４２・１９０７（直通）
E-mail: rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

０１６４・４３・６７００

委員長　菅原千鶴子、副委員長　鵜城　雪子
委　員　燕　昌克、川口　宏和、天谷　孝行

●第２回定例会報告（８月２６日）
　第２回定例会が開催され、「認定第１号　平成
２４年度留萌南部衛生組合一般会計歳入歳出決算
の認定について」、「報告第１号　平成２４年度留
萌南部衛生組合事故繰越計算書について」協議し、
可決した。
○第三者委員会からの報告
　最終処分場被覆施設の倒壊原因調査結果がまと
まり、第三者委員会から正式な報告が組合長並び
に副組合長と、各議員に行われた。
　原因の究明により構造上の荷重に関する報告を
受けた議員からは、「昨年度のような大雪の場合、
同じようなことが起こりうるのか」、「雪下ろしは
必要にならないのか」などの質問が出された。
　今回の事故を受け、構造上２４年度程度の雪に
は耐えられるように設計されていること、引き渡
しまでの期間中、屋根上積雪量とたわみについて
情報を開示することが受託者から説明された。

　【選　挙】
　留萌市選挙管理委員会委員および補充員の選挙について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 指名推選
　【認　定】
　平成２４年度留萌市各会計歳入歳出決算の認定について　ほか２件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 認　　定
　【報　告】
　平成２４年度留萌市の健全化判断比率の報告について　　ほか１件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 了
　【議　案】
　平成２５年度留萌市一般会計補正予算（第７号）
　　補正予算のうち、ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル廃棄物）汚染物処理委託料２７，２６９（千円）は、現
　　在までＰＣＢを含んだ蛍光灯安定器などを、特別管理産業廃棄物管理責任者を置き、本庁舎地下電気室
　　にて保管してきたが、室蘭市でＰＣＢ廃棄物処理施設が稼働することにより、今年度処理を行うために
　　補正予算が可決しました。
　留萌市子ども・子育て会議条例制定について　
　　子ども・子育て支援法第７７条第１項の規定に基づき、留萌市子ども・子育て会議を設置するため、こ
　　の条例の制定が可決されました。　　　　　　　　　　ほか６件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
　留萌市公平委員会委員の選任について　　　　　　　　　ほか２件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 同　　意
　【意見書】
　「地方税財源の充実確保」についての意見書　　　　　　ほか３件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決

平成２５年第３回定例会が２３日間の会期で開催され、一般会計補正予算、条例制定などを審議しました。

こんなことが決まりました
第3回定例会　9月3日～25日

留萌南部衛生組合議会報告

議会広報特別委員会

総
務
費

Ｑ（
村
山
）出
前
ト
ー
ク
は
前
年
度

対
比
で
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
四
十
五
回
開
催
し
、
五
百
二
十

四
人
が
参
加
。
主
な
申
し
込
み
の

う
ち
、
三
十
二
件
が
新
し
い
ご
み

処
理
に
つ
い
て
で
あ
り
、
新
し
い

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
ご
み
分

別
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
見
な
が
ら
の

説
明
を
行
い
、
そ
の
後
は
広
報
誌

や
美
・
サ
イ
ク
ル
館
だ
よ
り
で
周

知
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
八
件
が
防

災
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

Ｑ（
坂
本
茂
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
ユ
ー
ザ
ー
協

会
負
担
金
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

情
勢
変
化
に
あ
わ
せ
、
再
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ
情
報
化
が
進
ん
だ
中
で
も
光
回

線
の
推
進
が
行
わ
れ
、
広
告
掲
載

で
多
く
の
協
力
を
得
て
い
る
。

Ｑ（
対
馬
）市
民
満
足
度
調
査
で
窓

口
対
応
が
下
が
っ
て
い
る
が
、
職

員
の
接
遇
研
修
は
ど
の
よ
う
に
広

め
て
い
く
の
か
聞
き
た
い
。

Ａ
昨
年
は
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
を

主
事
ク
ラ
ス
三
人
に
受
け
さ
せ
、

計
画
的
に
実
施
し
、
研
修
を
受
け

た
職
員
が
実
践
し
、
同
僚
に
広
げ

て
い
る
。
管
理
職
が
普
段
か
ら
助

言
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ（
松
本
）広
報
誌
委
託
の
費
用
対

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
広
報
誌
自
体
の
市
民
評
価
も

徐
々
に
高
ま
り
、
徐
々
に
職
員
の

作
業
量
も
減
っ
て
き
て
い
る
。

民
生
費

Ｑ（
菅
原
）障
が
い
者
保
健
福
祉
計

画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
大
雪
に

よ
る
除
雪
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

要
望
が
多
か
っ
た
と
あ
る
が
、
解

決
策
は
見
出
せ
た
の
か
。

Ａ
高
齢
者
宅
だ
け
で
な
く
障
が
い

者
宅
に
も
除
雪
で
き
る
体
制
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ（
鵜
城
）留
守
家
庭
児
童
会
の
利

用
者
は
港
北
十
人
と
比
べ
、
住
之

江
は
八
十
三
人
と
八
倍
も
多
い
の

に
、
医
薬
材
料
費
が
住
之
江
の
方

が
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ
医
薬
品
は
消
耗
品
で
あ
り
、
必

要
に
応
じ
対
応
し
て
い
き
た
い
。

衛
生
費

Ｑ（
燕
）子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
百
五
十
八
人
の
任
意
摂

取
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
全
国
で

二
千
件
の
被
害
報
告
が
あ
る
が
、

留
萌
市
で
は
報
告
は
あ
る
か
。
ま

た
、
今
後
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

Ａ
留
萌
市
に
被
害
報
告
は
無
い

が
、
今
後
も
国
の
指
示
に
従
い
た

い
。労

働
費

Ｑ（
野
呂
）南
留
萌
地
域
通
年
雇
用

促
進
協
議
会
に
お
い
て
、
季
節
労

働
者
八
百
四
十
五
人
の
問
題
を
含

め
課
題
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
。

Ａ
複
数
年
に
わ
た
る
課
題
解
決
と

実
態
把
握
が
足
り
な
い
と
い
う
報

告
が
あ
っ
た
。
高
年
齢
化
の
問
題

も
あ
る
が
、
五
十
代
の
対
象
者
も

増
加
し
て
い
る
。

農
林
水
産
業
費

Ｑ（
坂
本
茂
）農
地
・
水
保
全
管
理

支
払
対
策
推
進
事
業
が
減
少
し
た

の
は
な
ぜ
か
。

Ａ
申
請
手
続
き
は
減
少
し
た
が
、

活
動
は
継
続
し
て
い
る
。
事
前
事

後
に
お
け
る
現
地
撮
影
な
ど
の
手

間
が
煩
雑
な
こ
と
も
一
因
と
な
っ

て
い
る
が
、
地
域
そ
ろ
っ
て
交
付

申
請
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。商

工
費

Ｑ（
松
本
）週
末
の
花
火
の
事
業
は

思
い
の
ほ
か
好
評
で
あ
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
。

Ａ
直
接
的
に
効
果
の
検
証
は
出
来

な
か
っ
た
が
、
雑
誌
な
ど
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
知
名
度
向
上
の
効

果
は
あ
っ
た
と
思
う
。

Ｑ（
菅
原
）商
店
街
の
除
雪
で
は
、

お
客
様
を
迎
え
る
よ
り
除
雪
に
追

わ
れ
る
日
々
だ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
除
雪
関
連
の
助
成
方
法

に
つ
い
て
他
に
考
え
ら
れ
な
い
の

か
。

Ａ
開
運
町
商
店
街
に
は
排
雪
回
数

を
増
加
し
た
り
、
今
後
話
し
合
い

を
し
て
い
く
。

土
木
費

Ｑ（
坂
本
茂
）市
道
管
理
の
う
ち
中

央
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
て

い
な
い
箇
所
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

Ａ
毎
年
部
分
的
に
消
え
て
い
る
箇

所
を
補
修
し
て
い
る
が
、
再
度
確

認
し
て
い
く
。

教
育
費

Ｑ（
対
馬
）学
校
給
食
の
残
食
は
、

食
育
の
点
か
ら
も
重
要
な
問
題

だ
。
子
ど
も
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

Ａ
残
食
量
は
二
十
五
・
八
ト
ン
と

若
干
増
加
し
て
い
る
。
ま
る
ご
と

留
萌
給
食
や
リ
ク
エ
ス
ト
給
食
な

ど
を
実
施
し
、
教
師
か
ら
毎
週
意

見
を
聞
い
て
い
る
。

Ｑ（
菅
原
）フ
ッ
化
物
洗
口
委
託

で
、
液
体
の
保
管
に
つ
い
て
施
錠

管
理
し
て
い
る
か
。

Ａ
確
認
し
て
い
な
い
が
今
後
管
理

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ（
村
山
）芸
術
劇
場
助
成
事
業
で

は
、
い
つ
も
同
じ
団
体
が
助
成
を

受
け
て
い
る
が
、
市
の
考
え
方
を

伺
い
た
い
。

Ａ
一
定
程
度
の
見
直
し
を
し
な
が

ら
可
能
な
限
り
の
助
成
を
し
て
い

き
た
い
。

歳
　
入

Ｑ（
野
呂
）使
用
料
・
手
数
料
の
収

入
未
済
額
の
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
何
か
。
支
払
い
能
力

が
あ
る
方
へ
の
対
応
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

Ａ
収
入
未
済
額
増
加
の
要
因
は
、

低
所
得
が
大
半
で
あ
り
、
分
納
誓

約
を
交
わ
し
た
り
、
訴
訟
に
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
四
件
あ
る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
一
　
部
　
抜
　
粋
）

▲ごみ分別ハンドブック

▲留萌海岸花火大会

●第２回臨時会（１０月４日）
　臨時議会が開催され、新しい監査委員が選任さ
れた。
○最終処分場視察
　第２回臨時会後、増毛町の最終処分場建設状況
の視察を行った。
　議員からは、倒壊事故の原因と指摘された束材
の補強設計箇所や基礎部分のアンカーボルトの接
着、耐久度と安全性などについて質問があった。
　供用開始後、２年間にわたり施工事業所が積雪
の状態を監視し、今後の除雪計画案を決定するこ
とになる。
　昨年までの施
設に比べ重量感
が増し、鋼材の
材質が堅強なも
のになったのが
目視で確認でき
た。

▲建設中の最終処分場


